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◎日本哺乳類学会  

動物地理学の最近の進展  

地理的分布現象およびハタネズミとアカネズミ4フ0鹿∽〃∫  

甲eCわ∫〟∫の種間競争，第2に日本産野ネズミ類3種の地形  

的分布現象の説明と島峡におけるアカネズミとヒメネズ  

ミ4po虎∽〟∫α曙e乃お〟∫の分布と島面積の関係，第3にス  

ミスネズミ此政綱脚四郎痛砧とヤチネズミ且α〃鹿r∫0〃ブの  

地形的分布と体サイズの変化の関係，第4に中国大陸の  

ビロードネズミ属助′力e〝0〝ひ∫とアカネズミ属4フ0滋椚〟∫  

の分類の再編成による中国大陸の小縮尺的地図における  

旧北区とインド・マレー区境界線付近の両属間の地理的  

分布のちがいについて述べる．なお，日本の戦後の生物  

地理学の歩みや第1～2の内容の詳細は金子（2006）を  

参照されたい．また，第3～4は未発表の研究であるの  

で簡単な紹介にとどめた．  

は じ め に  

アリストテレスの言葉を借りるなら，海に浮かぶ氷山  

の一角は目に見える現実態（ェネルゲイア）である．可  

視的氷山の一部は海中に隠れた氷山という可能態（デュ  

ナミス）が支えている．可視的氷山の一部は安定的では  

なく時々刻々変化し，あるときには現実に見えるように  

なる．つまり，さまざまな生成・消滅（運動）は可能態が  

現実態となること，またその道によって起こると考える．   

現在，生物学領域では生物地理学は現実態としてまさ  

に脚光を浴びた一分野であろう．シンポジウム「動物地  

理学の最近の進展」もその一環として開催されと考える．  

40年前には生物地理学は脚光を浴びてはいなかった．そ  

の当時に生物地理学は消滅したのではなく，可能態とし  

て海中に隠れた氷山の一部であったに過ぎない．さらに，  

現在の生物地理学諸成果がすべて最近わかった事項だけ  

かといえばそうではない．とくに生物学の分野では「人  

類の知識は最近得られたものに限られてはいないからで  

ある」（白上，1972）．   

物事には不易と流行があり，時の経過にともない変転  

する．我々は歴史上の一断面にいつも立っているだけで  

ある．シンポジウムを開く意義の第1は現実態をよりよく  

知ることであり，第2は他の学問分野との関連性すなわ  

ち可能態に対する想像力であろう．その意味で「重要な  

研究があるのではなくて，我々自身の研究によって重要  

な物にするのである．もし重要な研究問題があるならば，  

それは誰かが重要にしたのである」と述べた江上（1960）  

の言葉は，現実態と可能態の変転の説明として受け取る  

べきであろう．   

本稿では，生物地理学が分布現象を扱った生物学諸分  

野を総合化する学であることを述べ，具体的には著者た  

ちのネズミ類Muridaeの分布研究の歴史をたどる．第1  

にハタネズミA弟cro′〟∫椚0〃′eゐe招の四国での欠如という  

生物地理学とは  

生物学において分布研究がなぜ必要であるのか．生物  

地理学を分布の学と考えると，分布とは種の存在の在り  

方である．物が存在する限りいつでも，何が（主語），い  

つ（時），どこに（場所），どれだけ（量），どのように（生  

物学的属性・状態），そして他者に対してどうであるか（関  

係）という情報をもつ．分布現象は生物がもっている多  

様な時間的空間的な情報を内包しているので，生物地理  

学は分類学，形態学，生態学，行動学，遺伝学，細胞学，  

古生物学，古地理学などにおける地縁的な諸成果を地図  

上で総合化する試みであるといえる．分子遺伝学的手法  

による系統地理学だ桝こは限られない．筆者たちは北沢  

（1961）とDobson（1994）の考えを採用し，「生物地理学  

は生物における種々の分布パターンを記述することによ  

り，生物的自然における地縁的な諸関連を研究する総合  

的な科学」と定義したい．   

分布パターンの発見には，種・属・科などの対象分類  

群や生物学的手法のちがいだけでなく，地理的範囲が大  

地域であるか小地域かといった縮尺のちがいも重要であ  

る．たとえば，小縮尺である地理的分布では，大陸移動  

や造山運動，氷期・間氷期における古地理，地史，気象  

的因子，あるいは植物相・動物相などとの関連性が扱わ  

れる．いっぽう大縮尺である生態的分布では，生息場所，  

分布面積，群集関係，種間関係，種内の個体群間・個体  

間関係，個体や個体群の移入・移出，島峡と本土との距  

離などとの諸関係があげられる．また両縮尺の中間に属   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



金子之史，木村善幸   

四国にハタネズミが分布しない現象は徳田（1941）の説  

明では了解できない．   

宮尾（1970）はハタネズミが四国に分布しない現象を  

生態的分布である種間競争説で説明しようとし，同じミ  

ズハタネズミ亜科に属するスミスネズミが競争によって  

ハタネズミを四国から駆逐したと考えた．スミスネズミ  

はハタネズミに類似した地中性の生活様式をもち，四国  

では優勢で造林木を加害していた（田中，1954）．ハタネ  

ズミの分布が本州・九州・佐渡島であるのに対して，ス  

ミスネズミは本州・四国・九州と隠岐諸島の島後である  

ので，離島の分布は両種間で重ならなかった．  

1970年代当時は，野ネズミ類の採集地点数が少ないだ  

けでなく，ハタネズミに適した生息場所で採集したかも  

不明であったので，ハタネズミが四国に生息しない根拠  

は不十分であった．また，もしハタネズミがスミスネズ  

ミとの競争で四国に分布しないのであれば，代わりにス  

ミスネズミがその生息場所で描獲されることが予想され  

た．ハタネズミは本州では河川敷や農耕地で捕獲できる  

ので，1971年3～4月に四国で沖積平野が広がる瀬戸内  

海側の河川敷・農耕地10地点で計12回の採集をおこなっ  

た（金子，1972）．採集の結果，ハタネズミもスミスネズ  

ミも描獲されず，アカネズミが優勢に描獲された．この  

事実からは，ハタネズミが四国の農耕地から駆逐された  

のはスミスネズミとではなくアカネズミとの種間競争  

だ，と解釈することもできる．   

いっぽう，本州においてハタネズミが密度を低下させ  

たり，生息しなかった場合，アカネズミが出現するとい  

う事実が以下の2調査からわかった．第1は，1972年10  

月に広島県のヒノキCろα椚αeりpα血0如〃∫e5年生造林地で  

50m x60mの方形区をつくり5m間隔でワナを設置  

し，野ネズミのとり除き調査をおこなった（金子，1973）．  

ネズミ の回収はワナ設置当日の夕方と2・3日目は朝と夕  

の2回，4日目は朝のみの計4日間である．その結果，ワ  

ナ設置当日の夕と2日目朝，および3日目昼にはハタネ  

ズミのみが捕獲された．3日目朝と4日目朝にはそれぞ  

れの方形内では多数のハタネズミとともにアカネズミも  

描獲された．アカネズミは，方形の4辺のうち土砂の崩  

落のため外からの移入がおこらないと予想される1辺を  

除いた3辺の最外縁上のみで，それぞれ1頭ずつ描獲さ  

れた．この事突からノ＼タネズミが密度を低下させるとア  

カネズミはその場所に侵入してくることが示唆された．   

また，従来の採集結果によると，アカネズミは本州では  

ハタネズミがいると，堤防の土手のような斜面的な景観  

でおもに採集され，休耕地や水田の畦などでは採集され  

ないが，ハタネズミがいない四国や島峡部では平面的な   
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する地形的分布では，大山脈や大河川などといった障壁  

と生物側の移動や分散能力あるいは地形などによる分断  

効果の問題が考えられる．そして，分布パターーンの形成  

には，遺伝子の交流・隔離による遺伝子頻度の変化など  

といった遺伝子プールの空間的・時間的な変化などと関  

連しているといえる．その結果が系統樹となる．  

地理的分布から生態的分布へ  

徳田（1941）は日本列島と大陸の野ネズミ頬とを比較  

検討し，日本列島の野ネズミ相の由来を考察した．日本  

列島が大陸と繋がっていたときに野ネズミ類は渡来し，  

あるものは新種となった．彼は現在の野ネズミ頬の分布  

が日本列島の成立時における地理的な隔離の時間的順序  

と対応していると考えた．彼は日本列島の野ネズミ煩が  

3パターーンの地理的分布を示すことを指摘し，第1は北  

海道，第2は本州・九州・四国，第3は琉球列島でそれ  

ぞれ共通であるとした．学名は徳田（1941）とは異なる  

が，明確な外来種を除くとつぎのようになる［＊は徳田  

（1941）当時に判明していなかった種］．   

北海道にはミズハタネズミ亜科Arvicolinaeに属するタ  

イリクヤチネズミ喝ノ0ゐ（＝CJe′力rわ〃0〝伊∫）rゆcα乃〟∫，  

ヒメヤチネズミA4r〟′肋∫と＊ムクゲネズミ凡才reズ，ネズミ  

亜科Murinaeに属するヒメネズミ4podemusargenteus，ア  

カネズミd．乎eCわ∫以∫と＊ハントウアカネズミd．βe乃～乃∫〟Jαe  

が生息する．つぎに，本州・九州・四国にはミズハタネ  

ズミ亜科に属するハタネズミA幻cro加椚0〃Je∂e耽 スミス  

ネズミ且0伽〃0〝γ∫∫椚油子吉とヤチネズミ且α乃滋r∫0乃f，ネ  

ズミ亜科に属するヒメネズミ，アカネズミとカヤネズミ  

脚cro〝り帯椚～乃〟如が生息する．ただし，ヤチネズミは本州  

だけでありハタネズミは四国には分布しない．最後に，  

琉球列島の奄美大島・徳之島・沖縄島にはケナガネズミ  

βわわJゐγ加Je卯才αが，ほかに奄美大島には＊アマミトゲネズ  

ミ几融通血＝血血抑止が，徳之島には＊トクノンマトゲネ  

ズミ㌻わ血靴血抽－e乃∫ねが，沖縄島には＊オキナワトゲネズ  

ミr∽祝e〃〃f〃Cた∫とオキナワハツカネズミ肋∫CαrOJ～がそ  

れぞれ生息する．なお，従来ヤチネズミ属はαe加わ〃0〃γ∫  

であったが，先取権により」均ノ0血ゞが正しい（Musserand  

Carleton，2005；金子，2006）．   

筆者らの一人（金子）は大学院生であった1960年代に，  

ハタネズミの分布の調査をした．徳田（1941）は上述の  

ように日本列島の野ネズミの地理的分布を島の形成順序  

で説明し，ハタネズミが本州・九州と佐渡島に分布する  

と述べた．しかし，地質学的にみると最終氷期までは少  

なくとも本州・九州・四国の陸塊が繋がっていたので，  
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分布研究はなぜ必要か   

景観から斜面的な景観まで採集された（Kaneko，1979a）．   

その後，他の地域の農耕地や河川敷における過去の研  

究報告をハタネズミとアカネズミの生息場所選択や個体  

数との関係で整理した（金子，1982）．河川敷では両種の  

生息地選択が異なり，アカネズミはおもに草丈が高く密  

生したアンダゐα瑠∽7ね∫CO椚椚〟乃ブ∫やセイタカアワダチソ  

ウ助J∫ゐgoα旭∫∫∽dの雑草地で，ハタネズミはネズミム  

ギ（＝イタリアンライグラス）上0／～〟椚椚〟坤わr㍑椚とゲン  

ゲ㌧須滴ⅥgαJ〟∫∫ブ乃わ〟∫の混生した牧草地で採集された．ま  

た，茨城県那珂湊市における経年調査ではハタネズミと  

アカネズミの捕獲個体数には負の相関があった．なお，  

Urayama（1996）も茨城県水戸市の那珂川河川敷で同様  

な結果を示している．   

以上の知見から，アカネズミはその周辺におけるハタ  

ネズミの生息の有無あるいは密度に左右されて生息場所  

を選択していると考えられた．ハタネズミはアカネズミ  

との種間競争によって四国から駆逐されたのではない．四  

国ではハタネズミが生息しないので，アカネズミが農耕  

地にも出現していると説明できた（金子，1973；Kaneko，  

1979a）．   

その後も四国内で野ネズミ採集をすると，スミスネズ  

ミが山麓の農耕地や果樹園という従来の採集報告にはな  

い生息地で捕獲された（Kaneko，1979b；金子，1983）．ま  

たこの現象は四国だけでなく，東京都御岳山山頂の畑地  

（金子，1980），島根県温泉津町の放棄水田（金子，1983），  

あるいは九州福岡県清水山（吉田，1970）でも確認され  

た．スミスネズミほハタネズミが生息しないか低密度で  

ある場合，山麓の農耕地や果樹園のような生息場所に出  

現すると考えられた．他の地域でも同所的にハタネズミ  

がいない場合，スミスネズミが山麓の農耕地に出現する  

と推測される．四国は島内にハタネズミが分布しないの  

で全域的に認められるということであろう．   

では，ハタネズミが四国に分布しない理由は何か．現  
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段階ではこの理由に対する明快な答えはない．本州・九  

州におけるハタネズミが示す地理的分布の偏在性によっ  

て説明する試み（金子，1982）が可能性として指摘され  

ているだけである．  

地形的分布への道  

四国内での野ネズミの分布をさらに調べると，地形的  

分布という視点を得た．四国内の平野部にみられる山麓  

の形態にほ大きく2タイプがある（図1）．たとえば香川県  

平野部の裾にある金比羅山が位置する象頭山山塊ほ南側  

で四国山地に引き続く．このような山塊を「枝」とよぶ．  

いっぽう，沖積平野のなかに孤立した屋島や五色台のよ  

うな丘陵部や山塊を「浮島」とよぶ この2タイプ別に48  

地点で採集をおこなうと，スミスネズミがどの山麓部の  

農耕地でも採集されるわけではなかった（金子，1992b）．   

野ネズミのある種が生息するかどうかを議論する場合，  

1頭でも採集できれば生息を証明できるが，生息しない  

証明はむずかしい．阿讃山脈山麓部に位置する香川県箕  

浦で，月あたり同一ワナ数（延べワナ数495個）当たり  

の捕獲個体数の季節的変化を調べると（金子，1989），ス  

ミスネズミの採集個体数は季節的に0～19頭と大きく変  

化し2～3月に多かった．ヒメネズミも2・3月には8～  

11頭と多いが，6～8月には0～3頭と減少した．アカ  

ネズミは季節的変動があるが，年間を通じて5～13頭描  

獲された．すなわち，四国の山麓部でスミスネズミやヒ  

メネズミを採集するにはその採集個体数が多い2・3月が  

適切である．   

そこで，分布調査は8年間にわたって2・3月に限り，各  

地点1日計81ワナ数を仕掛けた（囲2：金子，1992b）．  

アカネズミは「枝」と「浮島」の両方で採集され，スミ  

スネズミは「枝」のみであり「浮島」では採集できず，ヒ  

メネズミは「枝」や「枝」に近接した「浮島」で採集さ  

図1．地形的分布における沖積平野と「枝」および「浮島」の景観．香川県さぬき市女体山山頂（標高761．8m）より撮影．   
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そこでこの可能性は否定できる．   

第2の可能性を確かめるために，これら3種の日本列  

島属島における分布の有無を整理した（囲3）．島の面積  

と分布の有無から野ネズミ類の生息可能な最小面積を知  

ることができると考えたからである．スミスネズミでは  

隠岐諸島島後が面積242．8km2であり，今回の四国平野  

部の「浮島」の面積はこれよりも狭い50km2未満であっ  

たので考察対象から除く．アカネズミは島面積が10km2  

以下であれば分布しなかったが，「浮島」では面積10km2  

以下でも生息した．ヒメネズミは島面積が150km2以上  

でないと分布しなかったが，山麓に隣接した「浮島」の  

面積7km2や11km2では生息した．生息に必要な最小面  

積は島と「浮島」とでほ異なるようであった．   

第3は，沖積平野が分布の障壁となるかである．従来  

の報告ではアカネズミは沖積平野内で採集されていたが，  

スミスネズミやヒメネズミは描獲されていなかった（金  

子，1972）．アカネズミ以外の2種ほ沖積平野が分布の障  

壁になる可能性がある．   

第4は移動能力である．野外で野ネズミ類の移動能力  

を調べた研究は少ない．山形県の農耕地と異種樹林問に  

おいて野ネズミ5種がどのような移動をするか（大津，  

1973）では，アカネズミは農耕地にも移動するが，ヒメ  

ネズミは農耕地には移動せず，またアカネズミほ移動個  

体の割合がヒメネズミよりも高くまた移動範囲も広かっ  

た．大串（1990）は石川県河北潟の干拓地で自然草原か  

ら農耕地に変わる15年間にわたって野ネズミ相の変遷  

を調べ，基本的にはハツカネズミとハタネズミが優占し  

たが，雄のアカネズミが草地や農耕地帯で11回捕獲され  

た．そこで，雄アカネズミはたえず草原地帯に単独個体  

として移動を先行して侵入していると推測した．また，  

田中（1954）によれば，従来知られたホームレンジ長はア  

カネズミが52mと最大で，ついでヒメネズミが31．3～  

39．4mであり，スミスネズミが25～30mと一番小さ  

い．したがって，移動や分散能力，生息場所選択あるい  

は行動園の大きさはスミスネズミ＜ヒメネズミ＜アカネ  

ズミの順に大きく，このことが今回の3種の地形的な分  

布現象を生じていると考えられた．   

この後，川口（2003）は瀬戸内海における未調査の島  

峡で野ネズミ類の採集を試みた．アカネズミは島面積  

13km2以上に分布する（図3）．しかし，島面積13km2  

以下であっても本州・四国あるいは瀬戸内海の島面積  

13km2以上との間に架橋をもつ一部島峡では，アカネズ  

ミが分布する．したがって，アカネズミが橋を渡り移動・  

分散をしている可能性が示唆された．この問題は，mtDNA  

などの分子マーカーを用い島と本州あるいは四国側のア   

94  

図2．四国における野ネズミ3種（アカネズミ郎0鹿∽〟∫乎eCわ∫〟∫，  

ヒメネズミd．町野痴邪，およびスミスネズミ血血〃0′町∫∫椚妨7）  

の採集結果（金子，1992b）．アカネズミは山地～山嵐「枝」，「浮  

島」および沖積平野に，ヒメネズミは山地～山麓と山地に隣接  

した「浮島」に，スミスネズミは山地～山麓にそれぞれ分布する．  

れた．3種による分布パターンのちがいが，関東山地の  

山麓部と関東平野の房総半島や三浦半島の山塊の間で，  

また濃尾平野を取り囲む山麓と知多半島や渥美半島など  

の山塊との間で，同様に確認できた（金子，1992b）．こ  

のような野ネズミ類の分布を地形的分布と名づけ，地理  

的分布と生態的分布の中間の縮尺として位置づけた．   

野ネズミの種類によって地形的分布の様相が変わるの  

はなぜか．以下4つの可能性が考えられた．第1には野ネ  

ズミ頬の分布拡大時期が地史的に異なっているためでは  

ないか．第2にはスミスネズミやヒメネズミが生息する面  

積として沖積平野に孤立した「浮島」は不十分なのではな  

いか．第3には沖積平野はスミスネズミやヒメネズミの分  

散にとって障壁効果となっているのではないか．第4には  

野ネズミ3種は移動や分散能力を異にするのではないか．   

第1について，これら3種はすべて更新世後期に化石  

として現れた（Kawamura，1988，1989）ので，分布拡大  

の地史的時期が3種間で異なっているとは考えにくい．  
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図3．アカネズミ郎0滋椚〟∫属2種の分布と島面積・標高との関係［金子（1992b）に川口（2003）の資料を加えて作成］・ASはアカネ  
ズミ」．乎eCわ∫〟∫が分布する島面積の範囲を，AS＆AAはアカネズミとヒメネズミ」・叩e〝Je〟∫の両種が分布する島面積の範囲を示す・  

アカネズミは島面積13km2以上に分布する．  

白山地付近までと，紀伊半島中央部である（金子，2006）．   

両種の垂直分布はどうか．御嶽山（KobayshiandMiyao，  

1969；羽田はか，1972）や尾瀬ヶ原（高橋，1980；木村  

ほか，1999；立石，2004）のように通常は上部にヤチネ  

ズミ ，下部にスミスネズミが分布する．中部山岳地帯で  

はスミスネズミからヤチネズミへの移行帯や重なりは  

1，300～1，500m前後であるが（徳田，1950；鈴木はか，  

1975；金子ほか，1992），両白山地東側では1，000m前後  

であるのに対して両白山地西側では650～1，300mであ  

る（金子ほか，1992）．尾瀬の爆ヶ岳（標高2，346m）で  

の重なりは南側では1，500m（鳩待峠）～1，700m（長蔵  

小屋）で，北側では1，200m（七入登山口）～1，500m  

（御地）とやや低い（高橋，1980；木村ほか，1999；立石，  

2004）．したがって，両種の垂直分布は徳田（1950）が述べ  

るような明確な境界線を示す現象ではないと考えられる．   

水平分布で単独種分布地域と両種混生地域別に，スミ  

スネズミとヤチネズミを識別する後足長と尾長の散布図  

を作成した（図4：木村ほか，1992；金子・木村，未発  

表資料）．両種混生地域でほ，長い後足長・尾長グループ  

にヤチネズミ（胸部乳頭数が1対）が，短いグループにス  

ミスネズミ（胸部乳頭数が0対）が位置する．しかし，ヤ  

チネズミ単独種分布地域（阿武隈山地・頸城山地）の散  

布図の計測値範囲は両種混生地域でみられた両種の計測  

値範囲の中間域を占めた．したがって，後足長・尾長の  

関係は両種の種問競争によって生じた形質置換を示して  

いるのであろう．なお，この単独種分布地域の個体は胸   

カネズミがどのような遺伝的関係であるかを明らかにす  

ると，移動・分散の研究に繋がるであろう．   

地形的分布は，生物の分布現象をより詳細に扱える．  

種の移動や分散あるいは障壁効果という問題は生態学だ  

けではなく遺伝学的に重要であり，生物地理学が生態学  

や遺伝学と結びつくと遺伝子の拡散に繋がる．また，隔  

離の効果や分布面積の問題は野生動物の保護・管理の研  

究課題となる．  

スミスネズミとヤチネズミの体サイズと  

地形的分布との関係  

スミスネズミ とヤチネズミ両種のマクロな水平的分布  

には，単独種分布地域と両種混生分布地域がある（金子，  

1992a；木村はか，1992；金子・木札 未発表資料）．スミ  

スネズミの単独分布地域は紀伊半島南部を除く本州西部  

や関東山地南西部・伊豆半島と九州・四国である．それ  

に対し，ヤチネズミの単独種分布地域は，東北地方およ  

び阿武隈山地一帯と，長野低山帯以北の飯縄山・戸隠山・  

妙高山・雨飾山を含めた頸城山地一帯，さらに紀伊半島  

南部である．とくに，阿武隈山地と頸城山地の一帯には周  

囲に阿武隈川や糸魚川・犀川・千曲川という大河川や断層  

崖があるので地形的分布と考えられ，スミスネズミの分  

布拡大を阻む地形的障壁となっていると思われる（木村ほ  

か，1992；金子・木村，未発表資料）．いっぽう，両種混  

生分布地域は北では飯豊山地付近からはじまり南では両  
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図4．スミスネズミgo伽乃0〝ひ∫∫∽励7（A）とヤチネズミE．α〃滋r∫0〃J（B～D）の後足長と尾長の散布図（金子・木村，未発表資料）．  

Aにおけるスミスネズミの後足長と尾長の範囲を矩形（破線）で示し，その矩形をB～C図のAと同じ位置で示す．Bは東北地方産の単  

独種分布地域でのヤチネズミの散布図，Cは中部地方と福島県産の両種混生分布地域でのヤチネズミの散布図．Dは新潟県頸城地方，  

長野県低山帯，および福島県浜通産の単独種分布地域でのヤチネズミの散布図．Cの両種混生分布地域でのヤチネズミの散布図の範囲  

はスミスネズミの矩形とは重ならないが，BとDの単独種分布地域でのヤチネズミの散布図の範囲はスミスネズミの矩形を含んでいる  

ので，両種分布地域ではヤチネズミの形質置換が示唆される．  

南に片寄り准河（ホワイホー）付近から黄河と長江の中・  

下流の広い地域を東に横断する．両区の哨乳類・鳥類相  

の境界は南北に走る横断山脈の四川省では若爾蓋（ゾイ  

ゲ），黒水（へイスイ），馬爾康（パルカム），康定（カン  

グティング），理塘（リークン）をへて巴塘（バータン）  

に至る線（以下「中国境界線」と称す）を北上し，高山  

と峡谷部では交錯する（中国科学院中国自然地理編集委  

員会，1979）．黄河と長江の中・下流域でも両区動物相の  

移行地帯となる（金子，1998）．   

ところで，筆者の一人（金子）ほ，ミズハタネズミ亜科  

に属し分類が混乱していたビロードネズミ属助班e乃0〝γ∫  

の分類を再編成した（Kaneko，1990，1992，1996，2002；  

KanekoeJαJ．，1998）．この結果を小縮尺の四川・雲南省の  

水平的分布地図でみると，ビロードネズミ属は上述した「中  

国境界線」の南側にのみに分布する（図5：金子，未発表）．   

これに対して，同じ地域におけるネズミ亜科のアカネ  

ズミ属4フ0鹿椚鋸∫の水平的分布はどうか（図6：Kaneko，  

2005，未発表）．対象とした種類はハントウアカネズミd．  

クe〃お〃Jαe，オオミミモリアカネズミd．Jα加乃〟椚，タツアカ  

ネズミd．励αCO，およびオナガモリアカネズミd．ore∫ね∫で  

ある．なお，今回とMussereJαJ．（1996）との同定の異同は  

略し，後2種の分類同定法は未確定である，ハントウアカ   

部乳頭数がすべて1対であるのでヤチネズミと同定した．  

今泉（1960）がトウホクヤチネズミd∫C力た0〝γ∫α乃滋r∫0乃ブ  

と同定した福島県田村郡芦沢村と福島県平市好問町産2  

標本は国立科学博物館に保管され，計測値から上述の中  

間域サイズに位置するので，阿武隈山地集団の南限は栃  

木・茨城県境の八満山地であると予想される．   

上述した水平分布においてヤチネズミ・スミスネズミ  

両種混生分布地域のなかにヤチネズミ単独種分布地域が  

あるという事実と，垂直分布においてヤチネズミが上部  

をスミスネズミが下部を占めるという事実は，ヤチネズ  

ミが時間的に早く本州に入るかあるいは本州で種分化し，  

おくれてスミスネズミが西から分布を拡大してきたこと  

を推測させる（金子，2006）．  

中国の旧北区と東洋区の境界周辺の  

どロードネズミ属とアカネズミ属の地理的分布  

中国における旧北区とインド・マレー区（Udvardy，  

1975；CorbetandHill，1992による：従来の東洋区）との  

境界は，西からみると東西方向に走るヒマラヤ山脈を東  

進しミャンマー（＝ビルマ）から中国の横断山脈を横切  

り四川省を北上して秦嶺山脈に沿って東進し，またやや  
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図5．中国大陸のチベットと四川省北西部における旧北区とインド・マレー区（東洋区）の境界におけるビロードネズミ属助血〃0明ノ∫  

9種の分布．両区の境界線は若爾蓋，黒水，馬爾康，康定，理塘をへて巴塘に至る線に引かれる（中国科学院中国自然地理編集委員会，  

1979）．秦嶺山脈の西側において，ビロードネズミ属の地理的分布はほぼ「中国境界線」の南側におさまる．  
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図6．中国大陸のチベットと四川省北西部における旧北区とインド・マレー区（東洋区）の境界におけるアカネズミ属」ク0滋椚〟∫4種  

の分布．両区の境界線は若爾蓋，崇水，馬爾康，康定，理塘をへて巴塘に至る線に引かれる（中国科学院中国自然地理編集委員会，  

1979）．秦嶺山脈の西側における地理的分布では，オオミミモリアカネズミd．Jα加〃〟mの分布の中心は「中国境界線」の南側であるが  
一部チベットにも広がり，またタイリクアカネズミ」．pe〃力7∫〟Jαeの分布の中心は「中国境界線」の北側であるが南側にも広がっている．  

ネズミは四川盆地の西部から北東側山地にそって北の黒  ミほ「中国境界線」の南側まで分布を広げミャンマーにま  

竜江省へ分布をつなげるが，オオミミモリアカネズミは全  で達する．これに対して，オオミミモリアカネズミは「中  

体として中国大陸の南方に分布する（金子，未発表）．上  国境界線」の南側が分布中心と考えられるが，その北側の  

述した「中国境界線」付近の分布では，ハントウアカネズ  チベットにまで分布を広げていた（図6：金子，未発表）．   
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このようにビロードネズミ属とアカネズミ属におい  

て，「中国境界線」を挟んだ浸透状態はアカネズミ属にお  

いて著しい．これは，日本産の野ネズミ3種の地形的分  

布でみた分散能力のちがいと対応していると考えられ，  

アカネズミ属の大きい分散能力によって生じた現象とい  

えよう．   

さらに，ビロードネズミ属のオオビロードネズミは  

ミャンマー西部にあるアラカン山脈のビクトリア山とそ  

れよりさらに南部のタイ北部ドイ・インテロン山頂に分  

布する（Kaneko，2002）．これに対して，アカネズミ属は  

ビクトリア山までである（金子，未発表）．モグラ乃わα  

属では地理的分布はさらにマレー半島のマレーシア山岳  

地にまで伸びる（CorbetandHill，1992）．したがって，旧  

北区系の小哺乳類であるモグラ属，ビロードネズミ属，  

およびアカネズミ属はこの順番で地下生活への適応が低  

いと考えると，より地下生活への適応度が高い小暗乳瑛  

ほど遣存的な分断的分布がより南にあるといえる．これ  

は高い地下生活者はど氷期に地理的分布を南に分布を広  

げた後に，間氷期には北に戻ることができず，結果とし  

て遣存的分布となったのではなかろうか．  
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